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３月定例会

　
平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
４
日
〜
３
月

28
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
補
正
予
算

１
億
５
、８
０
７
万
円
追
加
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
１
３
９
億
３
、７
０
０
万
円（
対
前
年
比
6.4
％

増
）特
別
会
計
71
億
８
、０
６
７
万
円（
対
前
年
比
0.8
％

増
）、
企
業
会
計
36
億
６
、１
８
８
万
円（
対
前
年
比

2.6
％
減
）で
、予
算
総
額
２
４
７
億
７
、９
５
５
万
円（
対

前
年
比
3.3
％
増
）を
含
め
、
議
案
31
件
、
議
員
提
出
の

修
正
案
２
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
１
件
を
審
議
し
ま
し

た
。
結
果
は
、
専
決
処
分
を
１
件
承
認
、
４
件
の
任
命

を
同
意
、
議
案
25
件
を
可
決
、
議
案
１
件
を
否
決
し
ま

し
た
。

　
議
員
提
出
の
修
正
案
は
、
補
正
予
算
減
額
に
対
す
る

修
正
案
は
可
決
、
当
初
予
算
増
額
に
対
す
る
修
正
案
は

否
決
さ
れ
、
請
願
・
陳
情
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
12
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
の
内
容
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
配

信
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

完成した、かすやこども館。５月16日（月）開館します。
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給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
の
問
題
点

交
付
金
申
請
問
題

　

平
成
27
年
６
月
５
日
ま
で
に
国
に
対

し
交
付
金
概
算
要
望
を
行
な
う
べ
き
と

こ
ろ
、
申
請
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
合

わ
せ
、
文
部
科
学
省
の
平
成
28
年
度
当

初
予
算
の
採
択
方
針
が
厳
し
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
交
付
金
が
不
交
付
と
な
り

ま
し
た
。

　

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
の
試
算
は

合
計
１
億
８
、５
０
０
万
円

　

①
本
体
建
設
費�

１
億
８
、０
０
０
万
円

　

②
旧
学
校
給
食
調
理
場
の
解
体
費

５
０
０
万
円

現
在
の
学
校
給
食
調
理
場
建
設
用
地
は

一
般
廃
棄
物
処
分
場
で
あ
っ
た
た
め
、

議
会
よ
り
再
々
建
設
場
所
を
別
の
所
に

変
え
る
よ
う
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
廃
掃
法
に
伴
う
土
地
の
形
質

の
変
更
届
出
書
の
提
出
に
際
し
、
県
廃

棄
物
対
策
課
の
職
員
に
よ
る
打
合
せ
上

で
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、「
管
理
型
処
分

場
」で
処
理
す
る
よ
う
指
導
を
受
け
、
建

設
現
場
よ
り
発
生
し
た
廃
棄
物
処
理
費

用
に
８
、２
０
０
万
円（
税
込
）必
要
と
な

る
こ
と
が
新
た
に
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
中
に
処
理
さ
れ

た
も
の
が
５
、７
５
５
万
円
あ
り
、
平
成

27
年
度
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
ま
し
た

が
、
議
会
よ
り
減
額
修
正
の
議
案
が
提

出
さ
れ
、
賛
成
多
数
に
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
５
、７
５
５
万
円
の
金
額
は

平
成
28
年
度
に
て
の
議
論
と
な
り
ま
す
。

1

2

建設が進む学校給食センター
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補 正 予 算
仲原小学校校舎改修工事（学校教育課）� 870万円

・自動火災報知設備改修

・換気設備改修

国民健康保険特別会計（総合窓口課）� △5,705万円
　いざというときに安心して病院などにかかれるように、すべて
の人が何らかの医療保険に必ず加入することになっています。
　これを「国民皆保険（こくみんかいほけん）制度」といいます。
　国民健康保険も医療保険のひとつで、市町村ごとに運営されて
いる、医療を保証する大切な制度です。
　この特別会計は、粕屋町が町の国民健康保険を運営するための
予算です。
　　　主な増減内容　一般被保険者療養給付費　△5,000万円
　　　　　　　　　　（医療費の給付見込みの減額によるもの）

給食センター廃棄物処理費（給食センター準備室）� 5,755万円
　議案第22号　平成27年度一般会計補正予算に対する修正案が
久我予算特別委員会委員長に、福永善之・太田健策議員より提出
され、賛成８名反対７名で可決されました。
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妊婦健診支援事業（健康づくり課）� 300万円
　安心して健やかな妊娠・出産を支援し、母性の保持増進を図る
ことを目的として、妊婦健診の補助券を交付し、契約医療機関等
において妊婦健診の受診を補助し、健診
結果によっては保健指導を実施する事業
です。

・妊婦健康診査委託料　　�320万円

・妊婦健康診査助成金　　△20万円

がん検診事業費（健康づくり課）� 230万円
　各種がん検診事業（胃がん・肺がん・大腸がん・子宮がん・乳がん・
前立腺がん検診）の受診を推進し、がんの早期発見・早期治療に
よりがん死亡者を減らすことを目的とした事業です。

・臨時雇用賃金　　　　△20万円

・がん検診推進事業　　�250万円

障害者自立支援給付事業（介護福祉課）� 8,508万円
　障がい児・者の能力及び適正に応じ、自立した日常生活又は社会
生活を営むことができるよう、必要な障害福祉サービスに係る給付・
その他の支援を行い、障がい児・者の福祉の増進を図る事業です。

・障害児福祉サービス事業費　　1,945万円

・障害者福祉サービス事業費　　6,563万円
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平成28年度  当 初 予 算

主な事業と予算

歳入・歳出���139億3,700万円
（対前年比　6.4％↑）

区長視察の隔年への移行

106万円
　今年度から区長管外研修は、
２泊３日の日程となり、隔年で
実施されることになりました。

仲原小学校校舎増築工事費

6億2,880万円
プール改修工事

1億3,100万円

粕屋東中学校校舎
増築工事設計料

9,712万円

町債の元金償還金

9億4,520万円
　町がこれまで事業を実施す
るために借り入れを行ってき
た町債の元金を返済するもの
です。
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【既存校舎改修工事】(H28当初予算)
・職員室拡張等

【校舎増築工事】(H28当初予算)
・校舎増築
・プール撤去新設
・学童増築

※�プールは３階屋上に建設
します。

H28年3月

粕屋東中学校　校舎増築工事
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運動場側

正門
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広報広聴管理事業
RKBテレビとの連携�104万円
　平成28年６月よりRKBテレ
ビのデータ放送内で、町の災
害情報や行事案内等をテレビ
の画面を通して住民にお知ら
せすることになりました。

町制60周年記念事業

○町制施行60周年記念式典委託料
� 130万円
○文化講演会等委託料
� 200万円

　町制60周年を記念し、第44回
粕屋町文化祭において記念式典・
記念講演等の催しを行います。

阿恵遺跡発掘調査費
� 360万円
　古代の役所跡が発見された
阿恵遺跡の遺物整理と調査成
果報告書の刊行を行います。

消防自動車購入費

1,944万円
　平成28年度は、第５分団（担
当区域：長者原上・中・下区）
の消防自動車を更新します。

青少年ときめき体験事業
（沖縄３泊４日）� 675万円
　粕屋町の次代を担う青少年
が「豊かな心と仲間づくり」
をテーマにして、沖縄での団
体生活・自由体験・平和学習
を行う研修事業です。

学校給食センター事業委託費
� 2億2,078万円
○土壌汚染状況調査委託料
� 493万円
○モニタリング支援業務委託料
� 194万円
○SPC業務委託料
� ２億1,391万円
　・SPC業務委託料
� １億8,914万円
　・廃棄物処理SPC業務委託料
� 2,477万円
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修
正
案
の
中
身

（
お
カ
ネ
の
動
き
を
解
説
）

　

こ
の
修
正
案
は
、
補
正
予
算
額
は
歳
出
歳

入
約
１
億
５
、８
０
０
万
円
で
考
え
て
お
り
、

執
行
部
原
案
と
同
額
で
す
。

　

歳
入
は
変
更
せ
ず
、
歳
出
の
中
身
を
修
正

し
ま
し
た
。

　

歳
出
項
目
の
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
の

廃
棄
物
処
理
費
用
の
約
５
、７
０
０
万
円
を

減
額
し
、
そ
の
減
額
分
を
基
金（
財
政
調
整

基
金
に
積
み
立
て
）に
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

減額修正案
給食センター建設事業の廃棄物処理費用として、
約5,700万円の予算を認めないこと

可 決
賛成者（８名） 反対者（７名）

福
永

太
田

八
尋

本
田

久
我

小
池

中
野

安
藤

山
𦚰

伊
藤

長田
川

木
村

安
河
内

川
口

内
　
　
容

　

平
成
27
年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算
の

減
額
修
正
案
を
、
議
員
提
案
し
ま
し
た
。

提
案
者

　

福
永
善
之

　

太
田
健
策

提
案
理
由�

福
永
　
善
之

　

平
成
26
年
３
月
議
会
に
お
い
て
、
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
決
に
は
、
議
会
よ
り
執
行
部
に
対
し
、

『
付
帯
決
議
』を
つ
け
、
議
決
後
も
執
行
部

が
議
会
に
事
業
の
進
捗
に
十
分
説
明
を
求

め
る
も
の
で
し
た
。

　

さ
て
、
執
行
部
は
、
同
セ
ン
タ
ー
建
設

地
の
下
に
あ
る
廃
棄
物
処
理
費
用
と
し
て
、

当
初
約
５
０
０
万
円
を
見
積
も
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
、
議
会
へ

の
何
の
報
告
も
説
明
も
せ
ず
、
同
費
用
は

約
10
倍
以
上
の
約
５
、７
０
０
万
円
に
膨
れ

上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

当
初
の
見
積
も
り
の
10
倍
以
上
の
金
額

が
町
民
の
税
金
か
ら
拠
出
さ
れ
る
の
に
、

執
行
部
の
説
明
は
不
十
分
だ
。。

　

議
会
は
、
執
行
部
の
追
認
機
関
で
は
な

く
、
税
金
の
使
い
道
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

べ
き
だ
。

賛
成
討
論
　
　

小
池
　
弘
基

　

本
来
は
、
平
成
27
年
度
当
初
予
算
で
計
上

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
執
行
部

が
そ
れ
を
怠
り
、
議
会
に
対
し
て
一
度
も
説

明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
可
決

す
べ
き
で
は
な
い
。

賛
成
討
論
　
　

本
田
　
芳
枝

　

建
設
特
別
委
員
会
で
の
審
議
の
結
論
は
、

何
も
出
て
い
な
い
。

　

昨
年
、
予
算
化
も
し
な
い
で
、
工
事
終
了

ま
で
議
会
へ
何
の
報
告
も
な
か
っ
た
真
相
を

究
明
す
べ
き
だ
。

反
対
討
論
　
　

山
𦚰
　
秀
隆

　

掲
載
な
し

賛
成
討
論
　
　

福
永
　
善
之

　

掲
載
な
し

賛
成
討
論
　
　

太
田
　
健
策

　

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
地
よ
り
出
る
廃
棄
物

に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
、
①
数
量
・
②
処
分

方
法
・
③
最
終
処
分
場
で
の
処
理（
福
岡
県
に

届
け
ら
れ
た
処
分
場
）、
の
確
認
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。

給食センター

当初見積額の10倍以上

廃棄物処理費
見積

約500万円

約 5,700万円
現在

当初

ゴミ処理見積額が変わった、「なぜ」
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修
正
案
の
中
身

（
お
カ
ネ
の
動
き
を
解
説
）

　

こ
の
修
正
案
は
、
予
算
額
は
歳
出
歳
入
約

１
３
９
億
４
、０
０
０
万
円
で
考
え
て
お
り
、

執
行
部
原
案
と
同
額
で
す
。

　

歳
入
は
変
更
せ
ず
、
歳
出
の
中
身
を
修
正

し
ま
し
た
。

　

歳
出
項
目
の
文
化
活
動
事
業
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
費
用
と
し
て
、
３
０
０
万
円
を
増
額
し
、

そ
の
増
額
分
は
予
備
費
と
し
て
計
上
し
て
あ

る
２
、０
０
０
万
円
か
ら
流
用
し
ま
す
。

増額修正案
文化芸術事業のミュージカル事業として、
300万円の予算を増額すること

否 決
賛成者（７名） 反対者（８名）

山
𦚰

木
村

伊
藤

長田
川

安
河
内

川
口

八
尋

本
田

久
我

小
池

福
永

太
田

中
野

安
藤

内
　
　
容

　

平
成
28
年
度　

一
般
会
計
予
算
の
増
額

修
正
案
を
、
議
員
提
案
し
ま
し
た
。

提
案
者

　

山
𦚰
秀
隆

　

木
村
優
子

提
案
理
由�

山
𦚰
　
秀
隆

　

第
５
次
総
合
計
画
で
は
、
文
化
・
芸
術

の
推
進
施
策
と
し
て「
町
民
参
画
型
の
文

化
・
芸
術
活
動
を
図
り
ま
す
」と
う
た
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
施
策
と
し
て
、
町
は
毎
年
、

町
民
参
加
型
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
サ
ン
レ

イ
ク
か
す
や
ホ
ー
ル
で
毎
年
開
催
し
て
お

り
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
芸
術
文
化
事
業
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
町
民
の
方
が
多
く
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
28
年
度
は
、
こ
の
事
業

を
取
り
や
め
、
町
制
60
周
年
事
業
に
替
え

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
町
の
施
策
を
単
年
度
事
業

に
変
更
し
た
こ
と
は
、
代
替
案
が
な
い
以

上
、
総
合
計
画
自
体
を
否
定
し
た
こ
と
に

な
り
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

政
策
の
一
つ
で
あ
る
文
化
芸
術
事
業
を

継
続
す
る
た
め
に
増
額
修
正
を
行
う
も
の

で
す
。

反
対
討
論
　
　

小
池
　
弘
基

　

増
額
修
正
案
の
提
出
は
、
全
国
的
に
は
非

常
に
ま
れ
な
こ
と
で
あ
り
、
町
長
の
提
案
権

の
侵
害
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

町
執
行
部
と
事
前
協
議
を
行
う
の
が
常
と

さ
れ
る
事
か
ら
、
こ
の
修
正
案
に
は
反
対
す

る
。反

対
討
論
　
　

本
田
　
芳
枝

　

平
成
27
年
度
の
文
化
祭
実
行
委
員
会
の
反

省
を
踏
ま
え
て
の
執
行
部
の
提
案
を
尊
重
す

べ
き
だ
。

　

現
場
の
意
見
を
も
う
少
し
聞
く
必
要
が

あ
っ
た
の
で
は
。

反
対
討
論
　
　

福
永
　
善
之

　

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
で
、
約
１
億

８
、５
０
０
万
円
の
国
へ
の
交
付
金
申
請
を
怠

り
、
そ
の
財
源
の
穴
埋
め
を
基
金
か
ら
取
り

崩
し
て
い
る
現
状
だ
。

　

税
金
を
節
約
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の

に
、
増
額
修
正
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
だ
。

舞台

聴衆

役者

粕屋町文化祭
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部長級から課長級へ変更

現在、議会事務局長の職は部長級であるが、
課長級に改めるための議案

可 決
反対者（７名） 賛成者（８名）

山
𦚰

伊
藤

長田
川

安
河
内

川
口

木
村

八
尋

本
田

久
我

小
池

福
永

太
田

中
野

安
藤

提
案
理
由�

因
　
町
長

　

現
在
、
議
会
事
務
局
長
は
、
部
長
級
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

人
事
異
動
時
に
部
長
級
の
職
員
し
か
対

象
に
な
ら
な
い
こ
と
は
、
人
材
活
用
の
面

で
幅
が
狭
ま
る
。

　

そ
の
事
を
打
開
す
る
方
策
と
し
て
、
課

長
級
で
も
人
選
で
き
る
体
制
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。H27.4.1現在

区　分 職務内容 職員数（人） 構成比（％）

７級 部長・事務局長・次長 6 2.8

６級 課長・課付課長 19 8.8

１級〜５級 課長補佐等 192 88.4

合計 217 100

反
対
討
論
　
　

川
口
　
　
晃

　

こ
の
改
正
案
は
、
議
会
事
務
局
長
の
職
務

の
価
値
・
難
易
度
・
責
任
が
、
現
行
よ
り
１

級
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

つ
ま
り
議
会
事
務
局
の
仕
事
が
１
級
下
げ

ら
れ
た
提
案
と
な
る
わ
け
だ
。　

賛
成
討
論
　
　

小
池
　
弘
基

　

７
等
級
の
人
は
、
５
人
し
か
お
ら
ず
定
年

に
近
い
人
た
ち
で
す
。

　

等
級
を
６
級
に
す
る
こ
と
で
、
15
人
の
課

長
ク
ラ
ス
の
人
が
人
事
異
動
に
よ
り
長
執
行

部
の
人
材
育
成
が
容
易
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。反

対
討
論
　
　

田
川
　
　
正
治

　

議
会
事
務
局
長
を
行
政
機
関
の
部
長
と
対

等
に
７
級
職
に
位
置
付
け
た
の
は
、
議
会
重

視
の
立
場
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
６
級
職
に
降

下
す
れ
ば
議
会
軽
視
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

る
。

反
対
討
論
　
　

長
　
　
義
晴

　

職
員
の
職
務
は
そ
の
職
務
の
複
雑
困
難
及

び
責
任
の
度
合
い
に
基
づ
き
定
め
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
議
会
事
務
局
長
は
役
職
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
、
平
成
22
年
度
４
月
に
行
政

機
構
改
革
を
さ
れ
、
部
長
制
が
導
入
さ
れ
た

経
緯
か
ら
し
て
も
、
部
長
制
そ
の
も
の
を
議

論
し
て
提
案
す
べ
き
と
考
え
る
。

賛
成
討
論
　
　

本
田
　
芳
枝

　

現
在
の
等
級
で
は
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
し
か

配
置
で
き
な
い
。

　

議
会
事
務
局
の
配
属
を
職
員
養
成
の
場
と

捉
え
、
若
く
優
秀
な
や
る
気
の
あ
る
男
女
職

員
の
複
数
配
置
を
。

反
対
討
論
　
　

伊
藤
　
　
正

　

掲
載
な
し

役場の級別の正規職員数
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第１回　かすや子ども議会開催
平成28年１月30日（土）　午前９：30　会議

　今年の参議院選挙より選挙権が18歳に引き下げられることにより、小中学

校からの町政に対する知識の習得を目指すことでその親や地域友人と議会活

動に対する理解が深まると考え、一つの方法として小中学生による「子ども議

会」を開催しました。

　各小中学校から子ども議員を選抜し、本会議場で町の将来について意見や

提案をしていただきました。

　町執行部と議員も全員が参加し、この会議をサポートしていきました。

１番　大川小学校　今林　茉優� 10番　粕屋中学校　藤野　楽斗

２番　大川小学校　梅元　俊輔� 11番　粕屋中学校　梶間　智瑛

３番　仲原小学校　末吉日夏留� 12番　粕屋中学校　畑　ろみ菜

４番　仲原小学校　岡崎　天音� 13番　粕屋東中学校　大友　沙耶

５番　粕屋中央小学校　肱岡　亮羽� 14番　粕屋東中学校　梶塚　　凛

６番　粕屋中央小学校　黒川　絢未� 15番　粕屋東中学校　藤　隆之介

７番　粕屋西小学校　村木　萌花� 16番　粕屋東中学校　山口莉々香

８番　粕屋西小学校　栗崎　真緒� 17番　粕屋中学校　長野　未来

９番　粕屋中学校　岩田　彩花� 18番　粕屋東中学校　北山　成美

子ども議会開催の趣旨

子ども議員名
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【
町
の
提
案
理
由
】

　

こ
の
事
業
は
、１
０
０
歳
に
な
ら
れ
る
方
に
祝
い
金
を
支
給
す
る

も
の
。

　

近
隣
町
で
は
、同
じ
趣
旨
の
予
算
化
は
ほ
ど
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。

　

10
万
円
を
頂
く
こ
と
に
よ
り
、そ
れ
を
負
担
に
感
じ
ら
れ
る
方
も

お
ら
れ
、５
万
円
に
減
額
す
る
こ
と
で
気
持
ち
よ
く
受
け
取
っ
て
ほ

し
い
。

【
各
議
員
の
主
な
意
見
】

反
対
論

①�

楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
お
年
寄
り
に
対
し
、減
額
す
る
必
然
性
が

判
ら
な
い

②�

こ
の
よ
う
な
少
な
い
金
額
に
目
く
じ
ら
を
立
て
ず
、大
き
な
事
業

を
減
額
す
る
べ
き
だ

賛
成
論

①�

敬
老
会
な
ど
、高
齢
者
に
対
す
る
予
算
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、減
額
は
仕
方
が
な
い

②�

福
祉
予
算
は
青
天
井
だ
。

　

�　

議
員
は
使
う
だ
け
で
な
く
、減
ら
す

こ
と
に
も
責
任
を
持
つ
べ
き
だ

【
町
の
提
案
理
由
】

　

こ
の
事
業
は
、町
民
に
対
し
、ホ
タ
ル
の
育
成
を
通
し
て
、失
わ
れ

て
い
く
自
然
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会
を
与
え
た
い
。

【
各
議
員
の
主
な
意
見
】

反
対
論

①�

何
年
間
も
こ
の
事
業
を
実
施
し
て
あ
る
が
、町
民
が
望
ん
で
い
る

と
は
思
え
な
い

②
ホ
タ
ル
は
別
の
場
所
で
も
育
成
で
き
る
の
で
は
な
い
か

　

業
者
任
せ
で
、こ
の
よ
う
な
多
額
の
予
算
は
必
要
な
い

賛
成
論

　

発
言
者
な
し

鶴寿祝い金を５万円減額する条例案を否決

ホタル育成による委託料　100万円

賛成６名　　反対９名

駕与丁公園内の小屋の中でホタルの育成をしており、事業開始から10年が経過

議
員
討
議
の
中
で
特
に
議
論
が
活
発
だ
っ
た
事
案
に
つ
い
て

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
！

◦事業開始年：平成18年
◦その当時の決算額：45万円

＊19年度より、同98万円で推移
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【
町
の
提
案
理
由
】

　

こ
の
事
業
は
、高
齢
者
の
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
促
し
、外
出
の

機
会
と
な
る
温
泉
利
用
の
補
助
を
行
う
。

　

昨
年
初
め
て
実
施
し
、今
年
度
も
継
続
し
た
い
。

【
各
議
員
の
主
な
意
見
】

反
対
論

　

利
用
者
が
多
い
か
ら
評
価
さ
れ
て

い
る
事
業
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

多
く
の
町
民
は
恩
恵
が
な
い
の

に
、税
金
で
補
助
す
る
事
業
と
は

思
え
な
い
。

賛
成
論

①
と
て
も
良
い
事
業
だ
。

　

�　

高
齢
者
が
お
孫
さ
ん
と
行
け

る
よ
う
に
、お
孫
さ
ん
な
ど
の
同

伴
者
に
も
補
助
の
適
用
を
望
む

②�

高
齢
者
に
は
も
っ
と
元
気
に

な
っ
て
貰
い
た
く
、も
っ
と
予

算
を
つ
け
る
べ
き

　

議
員
全
員
で
構
成
す
る
（
仮
称
）こ
ど
も
館
建
設
特
別
委
員
会
で

設
置
条
例
と
人
事
に
関
す
る
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

設
置
条
例
は
、全
員
賛
成
で
可
決
。

　

か
す
や
こ
ど
も
館
は
、５
月
14
日
に
開
会
式
典
を
予
定
し
、同
16
日

か
ら
開
館
す
る
方
向
で
調
整
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
初
の
開
館
の
運
営
は
、月
１
回
、日
曜
日
を
閉
館
す
る
方
向
で
考

え
て
あ
り
、議
員
よ
り
、日
曜
日
は
通
常
来
館
で
き
な
い
家
族
連
れ
等

の
利
用
が
考
え
ら
れ
、日
曜
日
の
閉
館
は
再
考
す
る
よ
う
意
見
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、館
長
人
事
に
関
し
て
、活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
募
11
人
中
、最
終
面
接
に
残
っ
た
方
の
経
歴
は
、民
間
経
験
者
３

名
、役
場
経
験
者
１
名
の
４
名
。

　

最
終
的
に
館
長
に
決
ま
っ
た
の
は
、役
場
経
験
者
で
し
た
。

【
質
問
】

か
す
や
こ
ど
も
館
の
名
前
の
由
来
は
？
？
？
？

【
解
答
】

名
称
に
つ
い
て
は
、広
く
町
民
に
公
募
を
実
施
（
小
・
中
学
校
等
、

組
織
・
団
体
含
）。

１
、５
５
１
通
の
応
募
の
中
か
ら
、８
名
で
構
成
す
る
最
終
選
考

委
員
会
で
、『
わ
か
り
や
す
さ
』が
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
。

温泉利用券　120万円

かすやこども館の設置条例、及び、館長人事

対象者は、70歳以上　　毎月最大200名を想定

館長候補には、公募で11人が応募、その内、最終面接には４名が！

議
員
討
議
の
中
で
特
に
議
論
が
活
発
だ
っ
た
事
案
に
つ
い
て

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
！

◦年間一人当たり発券数
� ：最大12枚
◦１枚当たりの補助額：500円
◦１枚当たりの自己負担：200円
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常任委員会の複数制

件　　　名 提出者 紹介議員 付託委員会
結　果

委員会 本会議

粕屋町公立学校の学校徴収金の口座振
替への移行を求める請願

川口　良太
（粕屋町在住）
緒方　秀樹
（粕屋町在住）

川口　　晃
田川　正治

総務 採択 採択

住民より提出された請願書

件　　　名 提出者 付託委員会
結　果

委員会 本会議

よりよい保育の環境づくりについての
意見書提出に関する陳情

福岡県保育団体連絡会
代表　福井　英二

厚生 採択 採択

住民より提出された陳情書

　常任委員会の複数制が決まりました。

　現在の各常任委員会の定数は、総務・建設・厚生はそれぞれ、５人と少

なく議案を審議するには、一般的に７〜８人が望ましいと言われており、

粕屋町議会も定数について議論をかさねてきましたが、このたび下記の

通りメンバーが決まりました。実施は平成28年４月１日からです。

総務常任委員会（８人） 建設常任委員会（８人） 厚生常任委員会（６人）

委 員 長 ◎山𦚰　秀隆 ◎長　　義晴 ◎久我　純治

副 委 員 長 ○小池　弘基 ○八尋　源治 ○福永　善之

委 員

　伊藤　　正 　安河内勇臣 　田川　正治

　本田　芳枝 　太田　健策 　木村　優子

　川口　　晃 　中野　敏郎 　安藤　和寿

　田川　正治 　福永　善之 　本田　芳枝

　太田　健策 　川口　　晃

　中野　敏郎 　安藤　和寿
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議案名

税
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認

粕
屋
町
鶴
寿
祝
金
条
例
の
支
給
減
額
案

粕
屋
町
乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療
費
の
一
部
増
額
案

か
す
や
こ
ど
も
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定

議
員
よ
り
出
さ
れ
た
平
成
27
年
度
補
正
予
算
減
額
案

平
成
27
年
度
粕
屋
町
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
27
年
度
粕
屋
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

平
成
27
年
度
粕
屋
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算

議
員
よ
り
出
さ
れ
た
平
成
28
年
度
当
初
予
算
増
額
案

平
成
28
年
度
粕
屋
町
一
般
会
計
当
初
予
算

平
成
28
年
度
粕
屋
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算 平
成
28
年
度
粕
屋
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算

粕
屋
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○⇒賛成　●⇒反対

ー⇒退席　欠⇒欠席

議案番号 6号 17号 18号 21号 22号 22号 23号 24号 27号 27号 28号 29号 36号

所　属
委員会

採決結果 可決 否決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 否決 可決 可決 可決 可決

議場（賛成/反対） 11/4 6/9 13/2 15/0 8/7 15/0 13/2 13/2 7/8 12/3 13/2 13/2 8/7

付託委員会 総務 厚生 厚生 特別 予算 予算 予算 予算 予算 予算 予算 予算 総務

総　務

山𦚰　秀隆 正 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ●

小池　弘基 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

伊藤　　正 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

本田　芳枝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

川口　　晃 ● ● ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ●

建　設

長　　義晴 正 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

八尋　源治 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

太田　健策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

安河内勇臣 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

中野　敏郎 ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

厚　生

久我　純治 正 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

福永　善之 副 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

田川　正治 ● ● ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ●

木村　優子 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ●

安藤　和寿 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

議　長 進藤　啓一 議長は、採決に加わりません。

３月定例会における、主な議案に対する

各議員の賛否結果一覧

☆議案名については、解りやすい文言に置き換えています。
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本田　芳枝 議員

本
年
２
月
、
給

食
セ
ン
タ
ー
建

設
に
関
し
て
、
教
育
委
員

会
の
業
務
遂
行
が
滞
る
事

案
が
２
件
報
告
さ
れ
た
。

　

１
点
目
は
ゴ
ミ
捨
て
場

跡
地
に
建
設
す
る
の
だ
か

ら
当
然
27
年
度
の
当
初
予

算
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
べ

き
だ
っ
た
給
食
セ
ン
タ
ー

埋
め
土
処
理
費
が
予
算
化

さ
れ
て
な
く
、
事
業
が
終

わ
っ
て
業
者
か
ら
の
報
告

を
受
け
て
５
千
７
百
万
円

を
補
正
予
算
で
対
応
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
。

　

２
点
目
は
、
昨
年
６
月

に
申
請
を
怠
り
文
部
科
学

省
か
ら
の
補
助
金
が
下
り

ず
予
算
化
で
き
な
い
の

で
、
急
き
ょ
公
共
施
設

整
備
基
金
か
ら
繰
入
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

１
億
８
千
５
百
万
円
。

　

合
計
２
億
４
千
２
百
万

円
の
臨
時
支
出
。

　

と
も
に
教
育
委
員
会
の

不
祥
事
で
事
務
手
続
き
に

大
き
な
欠
陥
が
あ
っ
た
の

で
は
。

　

教
育
長
の
見
解
と
責
任

を
問
う
。

教
育
長
教
育
長
に
は

町
費
を
調
整

し
、
当
初
予
算
に
組
み
込

ん
で
議
会
に
提
案
す
る
権

限
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に

聞
い
て
い
ま
す
。

本
田
教
育
長
は
教
育

行
政
の
指
針
か

ら
意
見
を
述
べ
る
立
場
に

あ
っ
た
と
思
う
。

　

そ
し
て
ま
た
、
そ
の
進

捗
状
況
を
把
握
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
、
町
の
３
役

会
議
に
も
出
て
お
ら
れ
る

の
で
当
然
対
応
で
き
た
の

で
は
。

教
育
長
教
育
行
政
の

事
務
局
長
を

し
て
い
ま
す
の
で
教
育
行

政
に
つ
い
て
は
責
任
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に

自
覚
を
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
長
は
予
算
に
タ
ッ

チ
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
田
そ
れ
で
は
お
答

え
が
ち
ぐ
は
ぐ

で
す
。

　

一
番
問
題
に
な
っ
て
い

る
の
は
埋
め
土
処
理
で
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
か

か
わ
る
大
変
重
要
な
問
題

な
ん
で
す
ね
。

　

土
壌
汚
染
説
明
の
た
め

の
工
事
中
断
は
本
来
教
育

長
が
要
請
す
べ
き
こ
と
だ

っ
た
の
で
は
。

　

埋
め
土
処
理
を
業
者
が

す
る
と
き
に
現
場
に
行
か

れ
た
か
。

教
育
長
給
食
セ
ン
タ

ー
に
は
時
々

行
っ
て
い
ま
す
。

　

起
工
式
が
あ
り
ま
し

て
、
そ
の
前
と
、
そ
れ
か

ら
Ｊ
Ｒ
で
通
る
と
き
に
見

え
ま
す
、
上
か
ら
。

　

起
工
式
後
、
運
営
委
員

会
と
か
、
給
食
室
に
は
行

っ
て
い
ま
す
。

本
田
そ
れ
は
あ
く
ま

で
ご
自
分
の
通

常
の
仕
事
の
範
囲
で
、
子

ど
も
の
安
全
の
立
場
か
ら

現
場
確
認
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

大
塚
・
教
育
長
／
教
育
長
に
は
議
会
に
提
案
す
る
権
限
は
な
い

な
ぜ
予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
の
か
、
で
き
な
い
の
か

本
田

・
福
祉
バ
ス
の
今
後
は

・
こ
ど
も
館
の
運
営

・
校
納
金
を
振
込
徴
収
に

その他の質問

給食センター建設現場

責任はいずこに？

予算化されていなかったので、業者からの報告後に補
正予算を組まざるを得なかった廃棄物処理委託費 5,700 万円

文科省の補助金を受けられなくなったために予算化で
きず公共施設整備基金から繰入れた建設費の一部 １憶 8,500 万円

計 ２億 4,200 万円
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で
あ
れ
ば
そ
れ
を
利
用
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
残
し

て
い
る
の
で
す
。

下
な
ど
の
事
象
に
よ
り
水

平
力
に
対
し
抵
抗
力
が
喪

失
し
た
た
め
に
橋
台
が
壊

れ
た
と
委
員
会
で
推
定
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

中
野
粕
屋
町
水
鳥
橋

復
旧
検
討
委
員

会
と
命
名
し
た
理
由
は
。

副
町
長
利
用
さ
れ
る
皆

様
へ
の
説
明
責

任
の
履
行
、
落
橋
の
原
因
、

そ
し
て
そ
こ
だ
け
を
直
せ

ば
早
く
済
む
の
で
は
な
い

か
と
、
今
後
の
対
策
に
関

す
る
専
門
的
見
地
か
ら
究

明
検
討
を
行
う
目
的
と
し

て
立
ち
上
げ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

中
野
な
ぜ
復
旧
と
い

う
言
葉
な
の
か
。

　

私
の
中
で
は
全
壊
だ
。

　

橋
脚
２
本
だ
け
を
残
す

と
い
う
の
は
相
当
な
費
用

が
別
に
か
か
っ
て
し
ま
う

の
で
は
。

副
町
長
調
査
し
た
中

で
、
橋
脚
の

ほ
う
は
使
え
ま
す
。

　

新
し
い
橋
を
造
れ
る
の

一
月
の
広
報
か

す
や
に
水
鳥
橋

の
落
橋
原
因
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
に
発
表
す
る
と
あ

る
が
、な
ぜ
遅
れ
た
の
か
。

都
市
計
画
課
長

　

現
在
復
旧
に
向
け
て
水

鳥
橋
形
式
検
討
業
務
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
も
併
せ
て
記
述
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。中

野
水
鳥
橋
の
落
橋

原
因
は
。

吉
武・副
町
長

　

Ｐ
Ｃ
ケ
ー
ブ
ル
施
工
時

の
引
っ
張
り
力
の
た
め
橋

台
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
し

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
後

水
な
ど
の

劣
化
因
子

が
侵
入
し

鉄
筋
の
腐

食
が
進
行
。

コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
一

体
性
の
低

中野　敏郎 議員

水鳥橋の落橋原因は
山野・都市計画課長／�今月の近いうちには公表をい

たしたいと思っております

現
在
進
行
形
の
工
事（
か
す
や
こ
ど
も
館
）は
大
丈
夫
か

工
事
監
理
体
制
に
つ
い
て
改
善
す
べ
き
点
は

堺
・
子
ど
も
未
来
課
長
／

　�

設
計
会
社
等
に
監
理
を
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
施
工
し
て
い
ま
す

因
・
町
長
／�

職
員
が
専
門
職
に
な
れ

る
よ
う
な
方
向
で

水
鳥
橋
の
事
故

を
受
け
て
の
工

事
監
理
は
で
き
て
い
る
か
。

子
ど
も
未
来
課
長

　

建
築
等
を
行
い
ま
す
と

き
に
は
当
然
、
後
々
ミ
ス

土
木
的
な
知
識

を
持
つ
人
を
一

人
、
建
築
的
な
そ
れ
を
一

人
、
そ
し
て
議
員
一
人
の

計
三
人
で
年
間
一
つ
の
工

事
を
徹
底
的
に
監
査
す
る

な
ど
方
法
が
あ
り
そ
う
で

す
が
。

が
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ

と
を
心
掛
け
な
が
ら
、
私

た
ち
事
務
職
員
、
な
か
な

か
専
門
知
識
は
持
ち
ま
せ

ん
の
で
、
設
計
会
社
等
に

監
理
を
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
施
工
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
長

議
員
が
お
っ

し
ゃ
る
よ
う
な

チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
必
ず
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
整
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

今
後
は
専
門
知
識
を
活

か
し
、
ま
た
、
専
門
職
に

な
れ
る
よ
う
な
方
向
で
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

水鳥橋のあゆみ　18年間（6500日）
平成  ９年３月　水鳥橋竣工　約２億円
平成26年12月５日　落橋
平成27年　　　水鳥橋復旧検討委員会
平成27年３月　水鳥橋復旧検討業務委託　630万円
平成27年９月議会 　 撤去工事予算　7000万円
平成27年12月　　　撤去工事　4380万円
平成27年12月議会　委員会調査報告
平成27年12月　水鳥橋形式検討業務委託　538万円
水鳥橋に使った費用約３億円÷6500＝46153
粕屋町一人当たり利用料　6500円
一日当たり46000円の経費

残された橋脚２基

中
野

中
野

中
野
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さ
れ
て
い
る
が
、
保
育
士

を
募
集
し
て
雇
用
し
、
待

機
児
童
対
策
に
努
め
ま
す
。

田
川
育
児
休
業
中
の

在
園
児
の
継
続

保
育
を
、
現
在
の
４
歳
児

か
ら
３
歳
児
、
２
歳
児
に

引
き
下
げ
る
こ
と
。

堺・子
ど
も
未
来
課
長

　

28
年
度
か
ら
１
歳
年
齢

を
引
き
下
げ
て
、
３
歳
児

以
上
の
在
園
児
を
継
続
保

育
で
預
か
る
予
定
で
す
。

田川　正治 議員

町
長
は
産
業
廃

棄
物
処
理
を
検

討
し
た
結
果
、
現
在
の
場

所
で
工
事
再
開
を
記
者
会

見
さ
れ
た
が
、
住
民
説
明

会
で
の
意
見
や
疑
問
に
対

し
て
、
不
安
と
心
配
は
解

消
さ
れ
た
と
い
う
認
識
な

の
か
。

因・町
長

　

住
民
説
明
会
で
の
意
見

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載

せ
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た

し
、
広
報
に
は
載
せ
る
よ

う
に
指
示
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
紙
面
の
都
合
上
に

よ
り
後
日
掲
載
し
ま
す
。

田
川
昨
日
ま
で
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は

載
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

町
民
に
対
し
て
納
得
の

い
く
説
明
を
す
べ
き
で

す
。

　

ま
た
、
工
事
を
再
開
す

る
前
提
と
し
て
、
大
学
教

授
、学
識
経
験
者
に
助
言
・

指
導
を
受
け
て
、
対
策
を

講
じ
て
安
全
確
保
を
す
る

と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
現

在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
ガ

ス
事
故
の
心
配
は
な
い
の

か
。

給
食
セ
ン
タ
ー
準
備
室
長

　

そ
う
い
う
こ
と
が
生
じ

な
い
た
め
に
対
策
を
講

じ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
す

べ
て
覆
う
の
で
は
な
く
、

一
部
を
緑
化
や
砂
利
に
し

て
ガ
ス
抜
き
を
確
保
し
ま

す
。

石
山
・
給
食
セ
ン
タ
ー
準
備
室
長
／
緑
化
や
砂
利
で
ガ
ス
抜
き
対
策
を
講
じ
る

産
業
廃
棄
物
に
よ
る
ガ
ス
事
故
は
起
き
な
い
か

町
立
保
育
所
の

建
て
替
え
は
県

の
補
助
金
を
使
っ
て
行
う

と
の
答
弁
だ
が
、
補
助
金

の
内
容
は
。

町
長
保
育
所
を
民
営

化
す
る
と
県
の

補
助
金
が
出
る
の
で
、
そ

れ
を
活
用
し
、
老
朽
化
し

た
保
育
所
の
建
て
替
え
を

考
え
ま
す
。

田
川
待
機
児
童
解
消

の
た
め
、
全
産

業
の
平
均
賃
金
よ
り
10
万

円
低
い
保
育
士
の
給
料
を

引
き
上
げ
、施
設
の
改
修
・

増
設
が
必
要
だ
が
。

町
長
保
育
士
の
処
遇

改
善
が
問
題
に

老朽化した町立保育所の建て替えは
因・町長／県の補助金を活用して民営化で建て替えも

・�

公
契
約
条
例
の
制
定
で
労

働
賃
金
の
下
限
設
定
を

・�

Ｊ
Ｒ
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
な
ど
で
安
全
対
策
を

その他の質問

田
川

田
川

現在の給食センターと建設中の建物の間の砂利の敷地

建替えが必要な仲原保育所
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の
費
用
は
単
体
単
年
で
、

終
る
の
で
削
減
は
見
込
ま

な
い
。

太
田
施
設
撤
去
費
に

つ
い
て
、
総
務

常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ

た
時
の
資
料
で
施
設
整
備

が
増
額
さ
れ
、
解
体
撤
去

費
が
削
減
さ
れ
て
い
る
の

は
何
故
か
。

次
長
解
体
撤
去
費
用

を
設
定
さ
れ
た

経
緯
と
根
拠
を
わ
か
り
や

す
く
既
往
実
績
を
参
考
に

金
額
を
出
し
て
い
る
。

太
田
町
が
出
し
た
２

回
の
資
料
は
職

員
が
勝
手
に
文
書
を
作
成

し
て
い
る
が
、
文
書
偽
造

で
は
な
い
の
か
。

次
長
運
営
事
業
費
に

関
す
る
説
明
を

す
る
為
の
資
料
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

最
終
的
に
は
司
法
判
断

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
違
法
性
は

な
い
、
公
文
書
と
考
え
て

い
ま
す
。

太
田
Ｐ
Ｆ
Ｉ
選
定
委

員
会
の
中
に
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
精
査
し
た
、
㈱

長
大
が
参
加
し
て
い
る
の

は
何
故
か
。

次
長
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
精
査

だ
け
で
は
な
く
、

審
査
委
員
会
の
運
営
等
に

際
し
、
公
正
な
選
定
と
な

る
為
業
務
支
援
を
行
い
ま

す
。太

田
教
育
長
の
安
く

て
良
い
も
の
を
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
建

設
さ
れ
て
い
る
が
、
施
設

整
備
費
は
８
億
円
で
下
請

と
契
約
さ
れ
て
い
る
が
違

法
で
は
。

次
長
企
業
体
が
幾
ら

で
下
請
に
出
さ

れ
て
い
る
か
、
町
は
把
握

す
る
必
要
も
ご
ざ
い
ま
せ

ん
の
で
、
答
弁
の
し
よ
う

が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

太
田
施
設
撤
去
費
に

つ
い
て
、
資
料

が
な
い
の
に
ど
う
し
て

７
３
，９
２
９
千
円
が
出

さ
れ
た
の
か
。

次
長
調
査
で
出
さ
れ

た
２
，６
４
０
万

円
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

解
体
で
１
坪
３
万
円
厨
房

機
器
は
40
％
加
算
し
て
、

６
３
０
坪
で
算
定
、
精
査

さ
れ
既
往
実
績
を
も
と

に
、
１
㎡
４
３
、５
０
０

円
で
、
建
物
１
，５
４
５

㎡
で
労
務
単
価
10
％
上
昇

を
見
込
ん
で
、
７
３
，

９
２
万
９
、０
０
０
円
に

な
り
ま
す
。

太
田
施
設
撤
去
費
の

変
更
の
資
料
提

出
に
つ
い
て
何
故
出
さ
れ

た
の
か
。

次
長
こ
の
表
だ
け
を

見
る
と
、
分
か

り
づ
ら
い
と
思
い
ま
す
。

　

施
設
撤
去
費
に
つ
い
て

Ｐ
Ｆ
Ｉ
可
能
性

調
査
時
約
64
億

円
、
㈱
長
大
精
査
時
、
約

68
億
円
増
額
に
な
っ
た
の

は
な
ぜ
か
。

石
山・次
長

　

消
費
税
の
差
額
で
３
億

円
、
人
件
費
の
10
％
以
上

の
増
額
で
あ
る
。

太
田
従
来
方
式
で
14

億
円
出
さ
れ
た
、

金
額
の
根
拠
は
。

次
長
全
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

３
７
５
事
業
の

う
ち
、
各
校
給
食
セ
ン
タ

ー
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
34
事
業
の

既
往
実
績
か
ら
選
定
す
る
。

太田　健策 議員

給食センター建設費について
因・町長／給食センター PFI方式について、
担当職員に十分な説明をさせます。

太
田

建設中の新給食センター
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木村　優子 議員

成
人
の
歯
科
検

診
が
平
成
26
年

度
か
ら
40
歳
か
ら
の
10
歳

き
ざ
み
で
無
料
で
行
わ
れ

て
い
る
。

　

15
歳
か
ら
歯
周
炎
が
大

き
な
受
診
の
理
由
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
っ

と
若
い
世
代
か
ら
対
象
を

広
げ
て
行
っ
た
方
が
良
い

の
で
は
。

新
た
な
財
源
確

保
の
た
め
の
雑

誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
を
導

入
し
て
は
。

社
会
教
育
課
長

　

ほ
か
の
先
進
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
前
向
き

に
導
入
に
向
け
て
検
討
を

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。木

村
ス
ポ
ン
サ
ー
に

は
社
会
貢
献
の

場
を
提
供
で
き
、
町
と
し

て
は
財
源
の
確
保
が
で
き

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
で
ぜ
ひ
検
討
を
。

　

そ
の
得
た
財
源
を
生
か

住
民
福
祉
部
長

　

受
診
率
が
伸
び
悩
ん
で

お
り
ま
す
が
、
ま
だ
２
年

し
か
経
過
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
啓
発
に
力
を
入

れ
な
が
ら
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も

年
齢
を
ど
こ
ま
で
落
と
す

か
と
い
う
の
は
今
後
の
検

討
課
題
で
は
な
か
ろ
う
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
て
、
読
書
通
帳
の
導
入

を
提
案
す
る
。

社
会
教
育
課
長

　

粕
屋
町
と
し
ま
し
て

は
、
先
月
機
器
の
入
れ
替

え
を
し
て
、
読
書
サ
ー
ビ

ス
の
一
環
と
し
て
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
自
分
の
履
歴
が
調
べ
ら

れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
運

用
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。

　

利
用
促
進
に
向
け
、
読

書
通
帳
も
そ
う
な
ん
で
す

が
、
調
査
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
、
今
後
も
注
視
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

木
村
今
ま
で
の
施
策

に
プ
ラ
ス
要
素

を
、
更
に
図
書
館
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
策

を
と
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

安
川
・
住
民
福
祉
部
長
／
今
後
の
検
討
課
題

口
腔
検
診
の
更
な
る
充
実
を

雑誌スポンサー制度及び読書通帳の導入を
新宅・社会教育課長／調査・検討してまいります。

木
村

木
村

読書通帳機
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サ
ン
レ
イ
ク
粕

屋
・
粕
屋
ド
ー

ム
に
お
い
て
来
場
者
へ
の

利
便
性
向
上
を
図
る
目
的

と
し
て
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
開

設
を
提
案
し
ま
す
。

町
長
私
も
サ
ン
レ
イ

ク
に
お
き
ま
し

て
、
Ｗ
ｉ-
Ｆ
ｉ
を
開
設

し
な
い
ん
で
す
か
と
言
う

若
い
お
母
さ
ん
か
ら
お
尋

ね
が
あ
り
ま
し
た
。

　

提
案
に
つ
き
ま
し
て

は
、理
解
し
て
お
り
ま
す
。

安
藤
商
工
会
と
リ
ン

ク
す
る
な
ど
、

粕
屋
町
の
情
報
を
発
信
す

る
こ
と
で
粕
屋
町
の
財
源

が
向
上
で
き
る
と
思
い
ま

す
が
。

Wi－Fiの利用が出来る環境に
因・町長／早急に対応と感じています

安
河
内・総
務
部
長

　

回
線
と
し
て
の
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
調
達
や
ア
ク
セ
ス
ポ
イ

ン
ト
の
整
備
、
そ
し
て
運

用
に
関
す
る
費
用
な
ど
、

多
額
の
費
用
が
必
要
と
な

る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
今
後
、
導
入
の
必
要

性
を
十
分
に
検
討
し
導
入

す
る
場
合
に
は
設
置
個

所
、
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

の
選
定
や
導
入
方
法
及
び

運
営
形
態
等
、
さ
ら
に
十

分
に
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

安藤　和寿 議員
安
藤

安
藤
男
子
ト
イ
レ
を

オ
ー
ル
個
室
化

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
改
築
に
お
い
て

男
子
ト
イ
レ
の
オ
ー
ル
個

室
化
で
改
築
の
考
え
は
。

学
校
教
育
課
長

　

小
便
器
を
撤
去
し
全
て

個
室
ト
イ
レ
に
す
る
事
に

付
き
ま
し
て
は
こ
れ
ま
で

学
校
か
ら
要
望
と
し
て
上

が
っ
て
き
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
改

修
し
て
行
く
計
画
は
現
段

階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
各

学
校
の
状
況
の
把
握
に
努

め
、対
応
し
て
い
き
ま
す
。

①
学
校
の
ト
イ

レ
で
大
便
を
す

る
と
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か
ら

バ
カ
に
さ
れ
る
な
ど
か
ら

大
便
を
我
慢
す
る
児
童
の

対
応
は
。

　

②
学
校
で
大
便
を
す
る

事
は
恥
ず
か
し
く
無
い
の

だ
と
言
う
教
育
は
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

教
育
長
１
日
の
生
活

習
慣
は
、
食

べ
て
、
寝
て
、
出
す
事
と

言
う
１
日
の
規
則
的
な
生

活
習
慣
の
学
習
を
、
理
科

の
中
で
体
の
動
き
「
大
腸

と
か
心
臓
と
か
の
科
学
的

な
体
の
つ
く
り
」
も
勉
強

し
て
い
ま
す
。

古
賀・学
校
教
育
課
長

　

低
学
年
の
う
ち
か
ら
排

せ
つ
に
関
す
る
絵
本
を
取

り
上
げ
、
大
便
を
す
る
こ

と
を
当
た
り
前
だ
と
い
う

意
識
を
も
た
せ
る
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
に
お
き
ま
し
て

も
、
排
せ
つ
は
当
た
り
前

の
行
為
で
あ
る
事
か
ら
、

授
業
中
で
も
教
師
に
伝
え

て
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
が

出
来
て
い
る
学
校
も
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
恥
ず
か
し

く
て
行
け
な
い
と
い
う
児

童
・
生
徒
に
つ
き
ま
し
て

は
保
健
室
の
ト
イ
レ
を
使

用
さ
せ
る
な
ど
の
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。

安
藤
現
在
の
学
校
の

ト
イ
レ
は
築
年

数
も
経
過
し
古
く
、
和
式

が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
現
在
の
和
式
と
洋
式

の
比
率
は
。

町
長
和
式
と
洋
式
は

50
％
ず
つ
で
す
。

学
校
で
大
便
を
我
慢
す
る
男
子
児
童
の
対
応
は

大
塚
・
教
育
長
／�

低
学
年
の
う
ち
か
ら
大
便
を
す
る
事
の

大
切
さ
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

安
藤
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福永　善之 議員

学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
に
お

け
る
、
国
へ
の
交
付
金
申

請
１
億
８
，５
０
０
万
円

が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
よ

う
だ
が
、
な
ぜ
か
。

石
山・教
育
委
員
会
次
長

　

正
式
名
称
は
、
文
部
科

学
省
の
学
校
施
設
環
境
改

善
交
付
金
で
す
。

　

私
た
ち
も
「
な
ぜ
」
こ

の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
当
時
の
担
当

者
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
６

月
の
概
算
要
望
の
提
出
時

期
を
逸
し
、
手
続
き
を
怠

っ
て
い
た
の
が
原
因
で
す
。

福
永
手
続
き
を
怠
っ

た
こ
と
が
原
因

で
す
ね
。

　

組
織
の
不
手
際
と
い
う

こ
と
で
、
今
回
の
責
任
は

誰
に
あ
る
の
か
、
私
は
正

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
、と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

文
科
省
か
ら
福
岡
県
経

由
で
粕
屋
町
に
事
務
連
絡

が
５
月
25
日
付
で
あ
っ
て

ま
す
が
、
学
校
給
食
施
設

の
質
疑
に
つ
い
て
は
『
体

育
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
』
に

問
い
合
わ
せ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
る
が
。

教
育
委
員
会
次
長

　

私
は
当
時
の
担
当
で
は

な
い
の
で
分
り
ま
せ
ん
。

福
永
組
織
の
在
り
方

と
し
て
、
誰
か

が
答
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
よ
ね
。

教
育
長
平
成
27
年
度

は
文
科
省
よ

り
６
月
と
11
月
の
２
回
の

建
築
計
画
の
調
査
が
あ
り

ま
し
た
。

　

文
科
省
よ
り
今
年
１
月

に
交
付
金
の
採
択
の
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
６
月
の
調
査
に
申
請

し
た
所
に
交
付
金
を
出

し
、
同
11
月
は
対
象
外
に

す
る
こ
と
。

　

②
新
規
の
給
食
セ
ン
タ

ー
を
設
置
す
る
所
を
優
先

す
る
こ
と
。

　

③
人
口
減
少
地
域
で
財

政
力
指
数
が
弱
い
所
を
優

先
す
る
こ
と
。

福
永
教
育
長
、
私
は
、

体
育
ス
ポ
ー
ツ

健
康
課
に
問
い
合
わ
せ
を

し
た
か
ど
う
か
、
と
質
問

し
て
ま
す
が
。

教
育
長
６
月
の
時
点

で
は
問
い
合

わ
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、
11

月
に
は
問
い
合
わ
せ
を
し

ま
し
た
。

福
永
５
月
25
日
の
事

務
連
絡
に
は
、

留
意
事
項
と
し
て
体
育
ス

ポ
ー
ツ
健
康
課
に
問
い
合

わ
せ
る
事
と
な
っ
て
お
る

が
、
な
ぜ
、
そ
れ
を
怠
っ

た
ん
で
す
か
。

　

教
育
長
の
ハ
ン
コ
も
押

し
て
あ
り
ま
す
が
。

教
育
長
こ
の
提
出
書

類
を
作
る
の

は
担
当
が
し
て
お
り
、
決

裁
規
程
に
よ
る
と
課
長
・

部
長
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
私
は
、
こ

の
事
務
連
絡
文
書
を
見
た

と
い
う
こ
と
で
ハ
ン
コ
を

押
し
て
お
り
ま
す
。

福
永
交
付
金
が
貰
え

な
い
こ
と
に
よ

る
財
源
の
穴
埋
め
は
。

因・町
長

　

基
金
か
ら
取
り
崩
し
て

対
応
し
ま
す
。

福
永
町
民
は
役
場
が

交
付
金
申
請
の

ミ
ス
し
た
事
実
を
知
っ
て

い
る
の
か
。

町
長
こ
の
問
題
は
、

議
会
で
し
っ
か

り
議
論
し
て
頂
き
た
く
、

ま
だ
町
民
に
は
公
開
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

大
塚
・
教
育
長
／
当
時
の
担
当
者
に
厳
し
く
指
導
す
る

交
付
金
申
請
を
怠
っ
た
責
任
は

福
永

H28年度、給食センター建設におりる財源内訳� （単位：千円）
当社計画 申請ミスによる今年度

粕 屋 町 300,629 300,629
国（ 交 付 金 ） 185,000 0
基金の取り崩し 0 185,000

合計 485,629 485,629
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川
口
い
か
に
Ｊ
Ｒ
負

担
が
少
な
い
か

と
い
う
の
が
認
識
で
き
ま

す
。

　

国
交
省
住
環
境
整
備
室

の
企
画
専
門
官
の
Ｈ
氏
は

「
駅
舎
な
ど
の
建
築
は
Ｊ

Ｒ
が
必
要
と
感
じ
て
い
る

か
ど
う
か
で
決
ま
る
」
と

回
答
し
ま
し
た
。

　

町
側
と
し
て
は
Ｊ
Ｒ
の

態
度
に
つ
い
て
の
把
握

は
。

都
市
政
策
部
長

　

Ｊ
Ｒ
の
駅
舎
改
築
に
対

す
る
見
解
は
、
今
後
要
望

し
、
協
議
を
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
。

　

駅
利
用
者
の
急
増
を
考

え
ま
す
と
、
必
要
性
は
か

な
り
感
じ
て
い
る
も
の
と

解
釈
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
柚
須
駅
等

の
建
設
に
ど
れ

ほ
ど
の
費
用
を
要
し
た
の

か
、
建
設
に
当
っ
て
の
Ｊ

Ｒ
負
担
分
、
粕
屋
町
分
、

国
庫
負
担
分
は
。

都
市
政
策
部
長

　

柚
須
駅
に
つ
き
ま
し
て

は
、
負
担
分
は
Ｊ
Ｒ
九
州

は
駅
舎
と
し
て
１
７
０
万

円
。
粕
屋
町
が
駅
舎
の
一

部
及
び
橋
梁
取
り
付
け
関

係
等
、
２
，０
５
０
万
円

と
協
定
書

で
は
記
載

さ
れ
て
お

り
ま
す
。川口　晃 議員

柚須駅改築に関してJRの態度は
因・都市政策部長／�必要性はかなり感じてい

るものと解釈。

川
口

安
川・住
民
福
祉
部
長

　
『
子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ

ス
』
の
件
で
す
が
、
県
内

４
ヶ
所
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
が
、
既
に
あ
り
が

た
い
事
に
粕
屋
町
に
あ
り

ま
す
。

　

若
宮
の
安
河
内
ビ
ル
１

階
に
あ
り
ま
す
。

因
町
長
は
こ
の

３
月
議
会
冒
頭

の
施
政
方
針
で
「
入
院
は

中
学
３
年
生
ま
で
、
通
院

は
小
学
生
ま
で
助
成
対
象

を
拡
大
す
る
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

小
中
学
生
の
子
供
を
持

つ
家
庭
に
は
大
い
に
喜
ば

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

来
年
度
の
予
算
で
、
中

学
生
に
対
す
る
入
院
の
予

算
は
。

総
合
窓
口
課
長

　

通
院
、
入
院
で
小
学
生

拡
大
分
の
見
込
み
が
７
，

８
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

中
学
生
拡
大
分
の
歳
出

予
定
と
し
て
は
、
見
込
額

８
０
０
万
円
の
予
定
の
当

初
予
算
で
す
。

川
口
他
市
町
と
の
連
携

で
政
策
な
ん
か

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　

例
え
ば
『
子
ど
も
支
援

オ
フ
ィ
ス
』と
の
連
携
と
か
。

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
は
貧
困
解
消
の
下
支
え

藤
川
・
総
合
窓
口
課
長
／�

小
学
生
拡
大
分
７
，
８
０
０
万
円

中
学
生
分�

８
０
０
万
円

川
口

福
岡
県
で
一
番

環
境
の
良
い
町

づ
く
り

その他の質問

柚須駅プラットホ－ム改築工事

粕屋町乳幼児・子ども医療費の支給に
関する条例改正
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久我　純治 議員

狭
か
っ
た
歩
道

の
方
は
広
く
な

り
、
通
行
す
る
人
達
が
と

て
も
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
す

が
、片
方
（
ア
パ
ー
ト
側
）

に
も
約
１
．２
ｍ
程
の
歩

道
を
造
る
と
の
県
か
ら
の

返
事
で
し
た
が
、
何
に
も

な
い
現
状
で
す
。

平
成
27
年
は
調

査
の
年
、
28
年

は
設
計
、
29
年
度
で
工
事

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ

の
後
の
進
捗
状
況
が
見
え

な
い
。

　

危
険
な
道
路
で
あ
り
水

路
で
も
あ
る
。

　

一
日
も
早
く
解
決
し
安

全
な
道
路
や
水
路
に
し
た

い
。

都
市
政
策
部
長

　

水
路
の
改
修
問
題
や
電

柱
関
係
な
ど
の
支
障
物
件

の
移
設
関
係
な
ど
が
あ

り
、
工
事
が
８
月
中
旬
か

下
旬
に
な
る
と
い
う
県
の

返
事
で
す
。

町
長
大
雨
の
時
は
堰

板
管
理
を
徹
底

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

因・都
市
政
策
部
長

　

27
年
度
に
お
き
ま
し
て

基
本
設
計
業
務
を
さ
ら
に

検
討
し
、
今
後
の
計
画
に

反
映
さ
せ
た
い
。

　

第
１
案
・
第
２
案
・
第

３
案
が
あ
り
多
額
の
費
用

が
要
り
簡
易
的
な
施
設
な

ど
も
考
え
た
い
。

因
・
都
市
政
策
部
長
／
工
事
は
８
月
中
旬
か
下
旬
で
は
と
県
の
返
事

因
・
町
長
／
大
雨
時
の
堰
板
管
理
を
徹
底
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

伊
賀
・
仲
原
線
県
道
拡
張
工
事
そ
の
後
は

下
区
公
民
館
前
水
没
す
る
道
、
そ
の
後
は

久
我

久
我

町
長
貧
困
対
策
と
か

福
祉
の
方
も
お

金
が
か
か
り
ま
す
。

　

緊
急
性
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
が
、
危
な
い
と
言

わ
れ
れ
ば
優
先
順
位
の
中

で
実
現
し
て
行
き
た
い
。

長
者
原
下
区
３

組
合
の
地
区
は

住
宅
開
発
が
進
み
、
道
も

狭
く
通
学
路
に
な
っ
て
い

る
。

　

水
路
に
フ
タ
を
し
て
、

通
学
路
や
歩
行
者
の
安
全

な
道
路
を
。

　

車
社
会
の
な
か
安
心
で

安
全
な
道
が
ほ
し
い
。

スーパービック裏、水路にフタで安全な道を
因・町長／行政が見て優先順位の中で

久
我

スーパービック裏の水路

伊賀・仲原線1.2ｍの歩道がで
きるところ
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い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
所
管
の
方

か
ら
報
告
さ
せ
ま
す
。

安
河
内・総
務
部
長

　

２
月
の
予
定
が
ず
れ
込

ん
だ
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

　

そ
の
理
由
と
し
ま
し
て

は
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
な
ど

の
把
握
及
び
老
朽
化
施
設

な
ど
の
対
策
と
、
も
う
一

点
は
長
寿
命
化
対
策
の
関

係
な
ど
も
あ
り
、
役
場
内

に
お
い
て
検
討
協
議
が
と

と
の
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
結
果
、
本
年
９
月

ま
で
猶
予
を
い
た
だ
い
て

９
月
ま
で
に
は
確
実
に
管

理
計
画
の
策
定
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

力
し
て
行
き
ま
す
。

　

ま
た
、現
給
食
セ
ン
タ
ー

も
老
朽
化
し
て
い
る
た

め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
十

分
に
し
な
が
ら
既
存
設
備

の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま

す
。

特
定
有
害
物
質

の
処
理
費
用
の

対
応
並
び
に
安
全
・
安
心

の
観
点
か
ら
町
長
は
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
を
一

時
中
断
さ
れ
た
関
係
か
ら

供
用
開
始
が
二
ケ
月
以
上

延
び
る
と
業
者
か
ら
通
知

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

因・町
長

　

今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
は
所
管
か
ら
答
え
ま

す
。

教
育
次
長

　

工
事
の
一
時
中
断
後
の

再
開
に
つ
い
て
は
色
々
な

問
題
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
は
、
供
用
開
始

は
衛
生
面
・
建
設
面
・
消

公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
、
平
成
28

年
２
月
の
完
了
を
目
指
す

と
前
執
行
部
は
答
弁
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
町
長
も

議
員
の
時
に
は
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
よ
り
も
老
朽
化

し
た
保
育
所
建
設
が
先
で

は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

財
成
難
の
折
り
で
も
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
策
定
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
策
定

計
画
の
予
定
は
あ
り
ま
す

か
。

町
長
９
月
に
な
る
と

報
告
を
受
け
て

公共施設等総合管理計画策定について
因・町長／９月になると報告を受けています

防
面
の
問
題
点
を
ク
リ
ア

し
、
最
善
の
解
決
を
し
つ

つ
進
め
、
町
と
し
て
は
最

短
で
も
平
成
29
年
４
月
を

目
途
に
取
組
み
ま
す
。

　

給
食
停
止
の
回
避
を
最

大
の
問
題
と
し
て
、
弁
当

持
参
が
お
き
な
い
よ
う
努

学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設
に
つ
い
て

石
山
・
教
育
次
長
／
供
用
開
始
最
短
で
も
平
成
29
年
４
月

長　義晴 議員

建設中の学校給食共同調理場

長

長
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小池　弘基 議員

今
回
の
建
設
事

業
は
、
当
初
よ

り
交
付
金
が
貰
え
る
旨
説

明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
27

年
６
月
５
日
ま
で
に
概
算

要
求
書
を
出
す
よ
う
に
通

達
が
あ
っ
た
の
に
、
交
付

金
額
１
億
８
，５
０
０
万

円
が
申
請
忘
れ
は
な
ぜ

か
、
私
に
は
ま
っ
た
く
理

解
が
出
来
な
い
。

　

建
設
準
備
室
は
、
建
設

工
事
準
備
の
専
任
部
署
の

は
ず
で
す
。

教
育
長
教
育
委
員
会

の
事
務
局
と

し
て
大
変
責
任
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

本
来
６
月
に
出
す
建
設

計
画
を
出
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
は
、
大
き
な
誤
り

の
一
歩
で
ご
ざ
い
ま
す
。

石
山・教
育
委
員
会
次
長

　

交
付
金
１
億
８
，５
０

０
万
円
の
申
請
が
忘
れ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
原
因
と

今
後
の
責
任
に
つ
い
て
の

考
え
を
尋
ね
ま
す
と
い
う

質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
所
管
学
校

施
設
環
境
改
善
交
付
金
に

対
す
る
１
億
８
，５
０
０

万
円
の
申
請
が
忘
れ
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
前
任
者
に
お
い
て
11

月
の
調
査
段
階
で
間
に
合

う
と
い
う
思
い
込
み
で
申

請
の
時
期
を
逸
し
て
お
り
、

提
出
を
怠
っ
て
い
た
こ
と

が
原
因
で
ご
ざ
い
ま
す
。

因・町
長

　

大
変
適
切
な
指
摘
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

普
通
、
交
付
金
は
な
に

か
な
い
か
と
一
生
懸
命
探

す
ほ
う
で
す
。

　

今
回
ベ
テ
ラ
ン
職
員
で

思
い
込
み
の
中
で
忘
れ
ら

れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
責
任

は
重
大
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
対

策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

小
池
我
々
議
会
よ
り

ゴ
ミ
処
分
場
跡

地
に
わ
ざ
わ
ざ
建
設
す
る

こ
と
が
無
い
旨
意
見
を
申

し
入
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
結
果
的
に
当
時
の
町

長
が
、
今
の
場
所
で
大
丈

夫
だ
と
い
う
こ
と
で
強
行

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

当
然
廃
棄
物
が
で
て
来
る

わ
け
で
、
そ
の
処
分
費
に

は
予
算
を
つ
け
て
い
な
い
。

　

ま
し
て
や
、
８
，０
０
０

万
円
の
廃
棄
物
処
分
費

が
必
要
と
な
っ
た
経
緯

と
、
誰
の
責
任
に
お
い
て

議
会
に
も
報
告
を
せ
ず
に

平
成
27
年
11
月
ま
で
に

５
，０
０
０
万
円
の
廃
棄

物
の
処
分
を
行
っ
た
原
因

と
責
任
者
は
誰
な
の
か
。

教
育
委
員
会
次
長

　

今
ま
で
の
経
緯
と
問
題

点
、
誰
の
責
任
で
指
示
を

出
し
た
か
、
今
後
ど
う
す

る
つ
も
り
で
あ
っ
た
か
な

ど
、
真
実
に
従
い
慎
重
に

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

必
要
で
あ
れ
ば
行
政
側

執
行
部
の
問
題
と
し
て
関

係
機
関
、
顧
問
弁
護
士
に

相
談
し
な
が
ら
進
め
る
こ

と
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。小

池
分
限
審
査
委
員

会
を
開
き
執
行

部
な
り
の
調
査
を
さ
れ
る

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長
こ
の
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
は
、

分
限
委
員
会
の
ほ
う
に
提

案
し
て
し
っ
か
り
と
審
議

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

大
塚
・
教
育
長
／
大
変
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す

学
校
給
食
調
理
場
建
設
に
お
け
る
問
題
点
は

小
池

建設中の学校給食センター
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学
校
教
育
課
長

を
支
給
し
ま
す
。

山
𦚰
一
人
親
家
庭
の

支
援
制
度
の
周

知
は
。

住
民
福
祉
部
長

　

窓
口
で
の
周
知
は
、
支

援
を
要
す
る
各
世
帯
の
状

況
が
様
々
で
適
切
な
支
援

に
つ
な
が
る
よ
う
対
応
し

て
い
ま
す
。

山
𦚰
制
度
を
知
ら
な

い
と
い
う
統
計

が
出
て
い
る
。

　

周
知
は
し
た
も
の
の
制

度
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
り

制
度
の
利
用
が
困
難
だ
っ
た

り
課
題
も
多
い
が
。

　

啓
発
活
動
は
。

住
民
福
祉
部
長

　

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
足
り
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

山
𦚰
一
人
親
家
庭
の

保
育
所
利
用
状

況
は
。

堺・子
ど
も
未
来
課
長

　

優
先
順
位
を
つ
け
て
点

数
配
分
を
高
く
つ
け
て
い

ま
す
。

山
𦚰
子
ど
も
の
貧
困

を
少
し
で
も
軽

減
し
よ
う
と
各
方
面
で
は

こ
ど
も
食
堂
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

立
ち
上
げ
の
支
援
は
。

住
民
福
祉
部
長

　

今
の
と
こ
ろ
対
策
を

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

先
進
事
例
を
調
査
研
究

し
て
支
援
を
考
え
ま
す
。

山
𦚰
障
が
い
を
理
由
と

す
る
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
、
差

別
解
消
法
が
実
施
さ
れ
る
。

　

学
校
現
場
に
お
け
る
現

状
と
課
題
は
。

学
校
教
育
課
長

　

発
達
障
が
い
児
（
知
的

含
む
）
の
現
状

　

小
学
校
４
校　

特
別
支

援
学
級
在
籍
１
５
２
名
の

う
ち
支
援
（
情
緒
）
を
要

す
る
も
の
50
名

　

教
育
現
場
で
は
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

早
い
段
階
か
ら
周
囲
の

理
解
が
得
ら
れ
、
能
力
を

伸
ば
す
た
め
の
療
育
等
の

必
要
な
支
援
や
環
境
の
整

備
等
が
大
切
で
す
。

　

関
係
部
署
と
総
合
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
民
福
祉
部
長

　

平
成
28
年
８
月
か
ら
児

童
扶
養
手
当
が
第
２
子
以

降
の
増
額
加
算
や
併
せ
て

医
療
費
の
助
成
制
度
も
あ

り
ま
す
。

山
𦚰
準
要
保
護
世
帯

の
現
状
は
（
生

活
保
護
世
帯
の
１
．３
倍

以
下
の
所
得
で
生
活
し
て

い
る
世
帯
等
）。

古
賀・学
校
教
育
課
長

　

こ
こ
数
年
の
人
数
は
、

５
０
０
名
以
上
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
全
体
の
13
．

１
％
～
14
．５
％

山
𦚰
就
学
援
助
の
支

給
品
目
は
。

一
人
親
家
庭
に

つ
い
て
児
童
生

徒
が
い
る
世
帯
の
数
は
。

住
民
福
祉
部
長

と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

山
𦚰
福
岡
県
の
一
人

親
家
庭
の
な
か

で
、
生
活
保
護
費
以
下
で

生
活
し
て
い
る
家
庭
は
、

20
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
粕

屋
町
に
は
、
約
１
０
０
世

帯
の
貧
困

家
庭
が
あ

る
と
思
う
。

　

ど
の
よ

う
な
支
援

が
あ
る
か
。

山𦚰　秀隆 議員

子育て支援は、貧困を減らす効果
安川・住民福祉部長／調査研究して支援していく

平成 24年度末 451 世帯
平成 25年度末 458 世帯
平成 26年度末 482 世帯
平成 27年度２月末 511 世帯

平成 27年度２月末
小学校 407 人
中学校 232 人

学用品費 通学用品費
宿泊費を除く
校外活動費 修学旅行費

給食費 医療費
28 年度から クラブ活動費
生徒会費 PTA会費

情緒支援学級
（特別支援学級）

10月 1日
現在

平成 24年度 21名
平成 25年度 27名
平成 26年度 36名
平成 27年度 50名

山
𦚰
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昨年の議会報告会の様子

日　　時　５月29日(日)
　　　　　午後４時30分〜午後６時(予定)
　　　　　受付開始　午後４時

場　　所　サンレイクかすや　多目的ホール

報告事項　１. 平成27年度補正予算
　　　　　２. 平成28年度当初予算
　　　　　３.  パネルディスカッション
　　　　　　  「九大農場跡地対策について」（予定）

『粕屋町議会報告会』を開催します

問合せ　粕屋町議会事務局 ☎938-0161

次回６月議会は…
６月３日（金）�９：30　　開始予定
　　６日（月）�９：30〜　一般質問予定

このページの記事担当は、小池弘基でした

新
任
の
議
会
事
務
局
長

古
賀
　
博
文 

さ
ん

　私
わたし

たち子
こ

ども議
ぎ

員
いん

は、「太
たい

陽
よう

と緑
みどり

の町
まち

」「信
しん

頼
らい

と協
きょうどう

働の町
まち

」実
じつ

現
げん

に向
む

け、ここに以
い

下
か

のことを宣
せん

言
げん

します。

○�　私
わたし

たちは、粕
かす

屋
や

町
まち

の水
みず

や空
くう

気
き

、花
はな

や緑
みどり

といった自
し

然
ぜん

の恵
めぐみ

を大
たい

切
せつ

にし、きれいで環
かんきょう

境に優
やさ

しい町
まち

づくりを目
め

指
ざ

します。　　

○�　私
わたし

たちは、小
ちい

さな子
こ

どもや高
こう

齢
れい

者
しゃ

、障
しょうがい

害をもった方
かた

々
がた

など全
すべ

ての人
ひと

々
びと

が安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

ができる、人
ひと

と人
ひと

の絆
きずな

を

大
たい

切
せつ

にした温
あたた

かい町
まち

づくりを目
め

指
ざ

します。特
とく

に挨
あい

拶
さつ

による絆
きずな

づくりを日
ひ

々
び

の生
せい

活
かつ

の中
なか

で大
たい

切
せつ

にしていきます。

○�　私
わたし

たちは、「善
ぜん

悪
あく

の判
はん

断
だん

」を大
たい

切
せつ

にし、「悪
わる

いことは絶
ぜっ

対
たい

に許
ゆる

さない」と意
い

思
し

表
ひょうじ

示できる正
せい

義
ぎ

の町
まち

づくりを目
め

指
ざ

します。特
とく

に「いじめ０
ゼロ

」の町
まち

づくりを進
すす

めていきます。

○�　私
わたし

たちは、私
わたし

たちの生
せい

活
かつ

を支
ささ

える全
すべ

ての人
ひと

々
びと

への感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを大
たい

切
せつ

にし、互
たが

いに支
ささ

え合
あ

う、思
おも

いやりあふ

れる町
まち

づくりを目
め

指
ざ

します。　

　そこで私
わたし

たちは、これからも勉
べん

学
がく

やスポーツに励
はげ

み、自
じ

分
ぶん

の夢
ゆめ

や希
き

望
ぼう

に向
む

かって進
すす

んでいきます。
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